逗 子の 方へ 寝たら 黙って 置こう、 とそれ でも 事 は 済ん 

だので ある。 

多分 は 聞えまい、 聞えなければ、 そのまま 通り過ぎ 

ぶん だまり ちつ 

る 分。 余計な 世話 だけれ ども、 黙き り も些と 気になつ 

ところ ひびき わし 

た処。 響の 応ずる が 如き その、 (は あ、 私け え) に は、 

いさ さ し ぎ 

聊か 不意 を 打 たれた 仕 誼。 

「ああ、 お爺さん ご 

よつめがき ひとあし 

と 低い 四 目 垣へ 一 足 寄る と、 ゆっくりと 腰 をのして、 

うしろ そ おやじ 

背後へ よいと こさと 反る ように 伸びた。 親 仁との 間 は、 

みす じ たが 

隔てる 草 も 別にな か つ た。 三 筋ば かり 耕 やされ た 土が、 

いきおいこ わ におい こ 

勢 込んで、 むくむ くと 湧き 立つ ような 快活な 香 を 籠 



ら、」 

「じゃあ、 そうして 上げなさい。 しかし 心ない 邪魔 を 

したね ご 

なげ 

「な あに、 お前 様、 どうせ 日 は 永え でが す。 は あ、 お 

静かに ござらつ せえ まし ご 

こうして 人間同士 がお 静かに 分れた 頃に は、 一 件 は 

リ ゆう か ぼんりょ ところ 

ソレ 竜の 如き もの 歟、 凡慮の 及ぶ 処 でない。 

くびす めぐ 

散策 子 は 踵 を 廻らして、 それから、 きりきり はたり、 

きリ きりはた リと、 < 鶏 が^うつ ような 梭の音 を 慕う 

ふた もと 

如く、 向う側の 垣根に 添うて、 二 本の 桃の 下 を 通って、 

いなかや あいだ みそじ 

三 軒の 田舎 屋の前 を 過ぎる 間に、 十八、 九のと、 三十 



ものおじ ものお どろき あと 

は、 物 怖、 物 驚 をしょう も 知れぬ。 この 路を 後へ 取つ 

へぴぁ にかいや かど 

て 返して、 今 蛇に 逢った という、 その 二階屋の 角 を 曲 

せ むぎばたけ 

ると、 左の 方に 脊の 高い 麦 畠が、 なぞえ に 低くな つ て、 

さ つ あさみどり うつくし しらなみ うつす なび 

一 面に 颯と 拡がる、 浅緑に 美 い 白波が 薄り と 靡く 

なぎさ あ リぁリ 

渚の あたり、 雲 もない 空に 歴々 と 眺めら るる、 西洋 館 

さえ、 青 異人、 赤 異人と 呼んで 色 を 鬼の ように 称うる 

くらい、 こんな 風の 男は髯 がなくても (帽子 被り) と 

言う と 聞く。 

もっと いっぽう ふう 

尤も 一 方 は、 そんな 風に —— よし、 村の ものの 目 か 

あおお にあ かおに ちょう ヨット ほ 

らは青 鬼 赤 鬼で も —— 蝶 の 飛ぶ の も 帆 艇の帆 かと 見 

ゆるば かり、 海水浴に 開けて いるが、 右の 方 は 昔な が 



くれはと リ あやはと リ しら かみ もうろう えが 

呉 織 文 織 は、 あたかも 一枚の 白紙に、 朦朧と 描いた 

二 個の その 姿 を 残して 余白 を 真 黄色に 塗った よう。 二 

きもの てぬぐい たす き まえだれ 

人の 衣服に も、 手拭に も、 櫸 にも、 前垂に も、 織って 

はた いささか 

いた その 機の 色に も、 聊 もこの 色の なかった だけ、 

ひとしお あざやか えが いだ 

一 入 鮮麗に 明瞭に、 脳 中に 描き出された。 

もちろん は つ きリ うきだ 

勿論、 描いた 人物 を 判然と 浮 出させよ うとして、 こ 

さいしょく じぬ りつぶ え ぜ 

の 彩色で 地 を 塗 潰す の は、 画の 手段に 取って、 是か、 

ひ こう せつ あずか ところ 

非 か、 巧 か、 拙 か、 それ は 菜の 花の 預リ 知る 処 でな 

ヽ o 

レ 

まのあたり はたお リ 

うっとりす るまで、 眼前 真 黄色な 中に、 機 織の 姿の 

おんな つ おさ 

美しく 宿った 時、 若い 婦人の 衝と 投げた 梭の 尖から、 



にやく あくじ ゆういに よう リ げしょう かふ がん じ やぎゅう ふく かつ 

しかし、 若 悪 獣 囲繞、 利 牙 爪 可 怖 も、 ※蛇 及蝮蝎 

けどく えんか ねん さった かしこ 

〔# 「虫+ 元」、 11 + 8696、 16-37 気 毒 煙火 燃 も、 薩陀 彼処 

に まします ぞゃ。 しばらくして。 …… 

まご ここ 

のんきな 馬士 めが、 此処に 人の ある を 見て、 はじめ 

はなづら あらわ ましょうめん 

て、 のつ そり 馬の 鼻 頭に 顕 れた、 直； 正面から 前後 三 頭 

一 列に 並んで、 たらたら 下り を ゆた ゆた と 来る ので 



あった。 

まち どお 

r お 待 遠 さ まで ごぜえ ます ご 

「は あ、 お 邪魔 さまな ご 

「御免な せえ まし ご 

と 三人、 一人々々 声をかけて 通る うち、 流の ふちに 

つまだ かわ おおい 

爪立つ まで、 細くな つ て躱 したが、 なお 大 なる 皮の 風 

呂 敷に、 目 を 包まれる 心地であった。 

みち ひときわ やわら 

路は 一 際 細くな つたが、 かえって 柔 かに 草 を 踏んで、 

のどか はた 

きりきり はたり、 きりきり はたり と、 長閑な 機の 音に 

しさい あおぞら こ まも 

送られて、 やがて 仔細な く、 蒼 空の 樹の間 漏る、 石段 

ちと 

の 下に 着く。 



この 石段 は 近頃す つかり 修復が 出来た。 (従って、 

つまさき ひとすじ 

爪 尖 のぼりの 路も、 草が 分れて、 一筋 明ら さまになつ 

たから、 もう 蛇 も 出まい、) その 時分 は 大破して、 丁 

ど 繕いに かかろう という 折から、 馬 はこの 段の 下に、 

一軒、 寺と いう ほどで もない 住職の 控 家が ある、 そ 

の 背戸へ 石 を 積んで 来た もので。 

のぼ はしご ゆれ あやぶ かど 

段 を 上る と、 階 子が 揺 はしまい かと 危 むば かり、 角 

が 欠け、 石が 抜け、 土が 崩れ、 足 許 も 定まらず、 よろ 

よ のぼ たはた 

けながら 攀じ 上った。 見る見る、 目の 下の 田 畠が 小さ 

くな り 遠くなる に 従うて、 波の 色が 蒼う、 ひた ひたと 

足 許に 近づく の は、 海 を^いた かかる 山の、 何処も 同 



じ 習 である。 

樹立ち に 薄暗い 石段の、 石よりも 堆 い 青 苔の 中に、 

ほたるぶくろ うす むらさき さしう つむ ききょう 

あの 蛍袋と いう、 薄 紫の 差 俯向いた 桔梗 科の 花の 

はやざき しめ 

早 咲 を 見る につけても、 何となく 湿つ ぼい 気がして、 

ゆだき さつ 

しかも 湯 滝の あと を 踏む ように 熱く 汗ばんだ のが、 颯 

と 一風、 ひやひや となった。 境内 はさまで 広くない。 

尤も、 御堂のう しろから、 左右の 廻廊へ、 山の 幕 を 

ひきまわ ぞうき すみぞめ そこ わ まつかぜ 

引 廻して、 雑木の 枝 も墨染 に、 其処と も 分かず 松風の 

声。 

なぎさ なみ いわお 

渚 は 浪の雪 を 敷いて、 砂に 結び、 巌に 消える、 そ 

の 都度 音 も 聞え そう、 但残 ie いまで ぴたりと 留ん だは、 



ふすま めいげつ 

座に 朝日影 さす、 桜の 花 を 衾 として、 明月の 如き 真珠 

を 枕に、 勿体な や、 御 添 臥 を 夢見る かも 知れぬ。 よし 

だいじだいひ かんぜおん とが たま 

それ とても、 大慈大悲、 観世音 は 咎め 給わぬ。 

ほリ きん うお まさ ここ かよ 

されば これなる 彫金、 魚 政 はじめ、 此処に 霊魂の 通 

う 証拠に は、 いずれも 巡拝 の 札 を 見た だけで、 どれ も 

おんなな まえ ふうさい 

これ も、 女 名前の も、 ほぼ その 容貌と、 風采と、 従つ 

て その 挙動まで が、 朦朧と して 影の 如く 目に 浮ぶ では 

*k ヽ ゝ o 

る レカ 

ひろう ぎえんきん たてふだ ひょう 

かの 新聞で 披露す る、 諸種の 義捐金 や、 建 札の 表 に 

掲示す る 寄附 金の 署名が 写実で ある 時に、 これ は 理想 

であると い つ て も 可かろう。 



へり .1 こ. 1 こみ あおあお 

すが、 縁な しの 畳 は 青々 と 新しかった。 

出家 は、 上に 何にもない、 小 机の 前に 坐って、 火 入 

たばこ おしだ 

ばかり、 煙草な しに、 灰の くす ぼった の を 押出して、 

ひと ひざ 

自分 も 一 膝、 こなたへ 進め、 

「些 とお 休み 下さい ご 

たもと 

また、 かさかさと 袂を 探って、 

「や あ、 マッチ は 此処に も ござった、 はは は、」 

ひと 

と、 も 一 ッ 机の下から。 

「それで はお 邪魔 を、 ちょっと、 拝借 ご 

しきい ごし こ こ 

とこな たは 敷居 越に 腰 を かけて、 此処から も 空に 連 

こまやか かすみ 

なる、 海の 色より、 より 濃 な 霞 を 吸った。 



ほんと おどう い 

「真個に、 結構な 御堂です な、 佳い 景色 じゃあり ませ 

ソゝ o - 

んカ 」 

「や、 もう 大破で ござって。 おもり をいた す 仏様に、 

こう 申し上げて は 済まんで あります がな。 はは は、 

わたくし ちから ゆきとど 

私 力に もお いそれ と は 参りません ので、 行 届かん 

がちで ございます よご 



「まま ま、 如 可 こ， L つ、 」 

と ぎ 

と 言つ てち よつ と 言葉が 途切れる。 

出家の 言 は、 聊か 寄附 金の 勧化の ように 聞え たの 

で、 少し 気になつ たが、 煙草の 灰 を 落そうと して 目に 

留まった 火 入の、 いぶり くすぶった 色 あい、 マッチの 

燃さし の 突 込み 加減。 巣 鴨 辺に 弥勒の 出世 を 待って い 

る、 真宗 大学 の 寄宿舎に 似て、 余り 世帯 気がありそう 

ところ おおい きょうきん 

もない 処は、 犬に 胸襟 を 開いて しかるべく、 勝手に 

見て取った。 

そこで また 清々 しく 一 吸して、 山の端の 煙 を 吐く こ 

とおみ てっかい 

と、 遠見の 鉄 拐の 如く、 



あなた ごじん おや ど 

はり かような 事から、 貴下が たのよう な 御仁の 御宿 を 

いたした ことがあり まする。 

ぶろ 

御 夫婦で も 宜しい。 お 二人ぐ らい は 楽であります か 

ら、」 

「はい、 ありが とうご 

と莞爾 して、 

ところ 

「ちょっと、 通りが かりで は、 こういう 処が、 こちら 

ほんとう い 

にあろうと は 思われません ね。 真個に 佳い 御堂です 

ね、」 

ご ゆ う ま. 

「折々 御遊 歩に おいで 下さい ご 

「勿体ない、 おまいりに 来ましょう ご 



ともかく、 偶像の 方と なります ると …… その 如何な も 

ので ござろうかと …… 同一 信仰に いたして からが、 

ごほんぞん らいはい かた さき 

御本尊に 対し、 礼拝と 申す 方 は、 この 前 どうあろう か 

と 存じます る。 はは は、 そこで ございま すから、 自然、 

貴下 〔# ルビの 「あたた」 は ママ〕 がた に は、 仏教、 即 

お しめ おす s> た 

ち 偶像教で ないように 思 召しが 願いたい、 御 像の 方 は、 

高尚な 美術品 を 御覧になる ように、 と 存じて、 つい 

ごゆう ま 

御遊 歩な ど と 申す よう な 次第 でございます よご 

「いや、 いや、 偶像で なくって どうします。 御 姿 を 拝 

まないで、 何 を 私たちが 信ず るんで す。 貴下、 偶像と 

おっしゃ るから や 可ん。 



ち を、 唯、 人に して 扱います か。 

偶像 も 同一 です。 唯 偶像なら 何でもない、 この 御堂 

かんぜおん 

の は 観世音です、 信仰 をす るんで しょう。 

き かね ないし しゅぎょく 

じ や、 偶像 は、 木、 金、 乃至、 土。 それ を 金銀、 珠玉 

よそお 

で 飾り、 色彩 を 装 つた ものに 過ぎない と言うんで すか。 

ごぞう ろっぷ 

人間 だって、 皮、 血、 肉、 五臓、 六腑、 そんな もので 

つか き あなた 

束ね あげて、 これに 衣 もの を 着せ るんで す。 第一 貴下、 

美人 だって、 たかが それまでの もんだ。 

しかし、 人に は 霊魂が ある、 偶像に は それがない、 

と言う かも 知れん。 その、 貴下、 その 貴下、 霊魂が 何 

あや- パ 

だか 分らない から、 迷い もす る、 悟り もす る、 危みも 



かしこ ささが に 

こなた も 思わず 彼処 を 見た、 柱なる 蜘蛛の 糸、 あざ 

みずぐき 

やかな リ けり 水茎の 跡。 

う サ たまわ まじい 

「そう 承 れば恥 入る 次第で、 恥 を 申さねば 分らん 

であり ますが、 うた、 寐の、 この 和歌で ござる、」 

「その 歌が、」 

とこな たも 膝の 進む を 覚えず。 

そこら じゅう じゅんぱい ふだ 

「ええ、 御覧なさい。 其処 中、 それ 巡拝 札 を 貼り 散ら 

したと 申す わけで、 中にはな、 売薬 や、 何 かの 広告に 

使います るそう なが、 それ も ありきたりで 構わんで あ 

リ ま ^9 

また 誰が 何時の まに 貼って 参る かも 分りません ので。 



その 貴下、 うた、 寝の 歌 を、 其処へ 書きました、 婦 

こいわ ずら 

人の ために …… まあ、 言って 見 ますれば 恋 煩 い、 いや、 

こがれ 死 をな すった と 申す もので ございます。 早い 話 

、、ゝ 、 I 

力 」 

い まどき 

「まあ、 今時、 どんな、 男です ご 

ちょう あなた かた 

「 丁 ど 貴下の ような 方で、」 

あ ちゃがま この ぶんぷく おしょう しぶちゃ 

呀？ 茶釜で なく、 這 般文福 和尚、 渋茶に あらぬ 

ふるまい さんじゅうぼう しりえ どうじゃく ただく しょう 

振舞の 三十 棒、 思わず 後に 瞠若と して、 …… 唯 苦笑 

の み 

する ある 而已 …… 

「これ は、 飛んだ 処へ 引合いに 出しました、」 

うちわら 

と 言って 打 笑い、 



「久能 谷の、」 

「貴下、 何んで ございましよう、 今日 此処へ お出でな 

うち おとお リ 

さるに は、 その 家の 前 を、 御 通行に なりました ろうで、 」 

「その美 人の 住 &の前 をです かご 

はた わか おんな 

と言う 時、 機 を 織った 少ぃ 方の 婦人が 目に 浮んだ、 

赫燔 として 菜の 花に。 

「 …… じ や、 あの、 やっぱり 農家の 娘で、」 

いやいや だいざい さんか 

「否々、 大 財産家の 細君で ございま すご 

「違いました、」 

と 我 を 忘れて、 眩 いたが、 

おおがね もち ぬし 

「そうです か、 大 財産家の 細君です か、 じ やもう 主 あ 



る 花なん です ね ご 

「さようで ございます。 それが ために、 貴下、」 

「なるほど、 他人の ものです ね。 そうして 誰が 見ても 

きれい 

綺麗です か、 美人なん です かいご 

なつむき ずいぶん 

「はい、 夏向 は 随分 何千 人と いう 東京からの 客人で、 

びす い 力た 

目の 覚める ような 美麗な 方 もあります るが、 なかなか 

, J れ ほど の はな い で ござ います。 」 

わたし こいわ ずら けんのん 

「じ や、 私が 見ても 恋煩い をし そうです ね、 危険、 

けんのん 

危険 ご 

出家 は 真面目に、 

「何故で ございます かご 



かど にかいや 

「角の、 あの 二階家が、」 

「5; 

て すまい 

「あれが この 歌の かき 人の 住居で ござつ てな ご 

聞く もの は 慄然と した。 

出家 は 何ん の 気 も つ かずに、 

もっと あすこ ひきこ 

「尤も 彼処へ は、 去年の 秋、 細君 だけが 引越して 参つ 

たので。 丁 ど 私が お 宿 を 致した その 御仁が ：：： お 

名 は 申します まいご 

「それが 可う ございま すご 

ただ 力た 

「唯、 客人 —— でお 話 をいた しましょう。 その 方が、 

あんじつ な 

庵室に 逗留 中、 夜分な、 海へ 入って 亡くなりました ご 



ひと さわ はまが た 

いう 一 騒ぎ ござった 時分 は、 この 浜 方の 本宅に 一 家族、 

ただいま そこ たな 

…… 唯今で も 其処が 本家、 まだ 横 浜に も 立派な 店が あ 

おおかた ほう 

るので ありまして、 主人 は 大方 その 方へ 参って おり ま 

しょうが。 

くの や まこと 

この 久能 谷の 方 は、 女中ば かり、 真に 閑静に 住んで 

おります ご 

「すると 別荘なん です ね ご 

「いやいや、 —— どうも 話が いろいろ になります、 I 

I ところが 久能 谷の、 あの 二階家が 本宅 じ やそうで、 

唯今の 主人 も、 あの 屋根の 下で 生れ たげ に 申します。 

かすか ところ 

その 頃 は 幽な暮 しで、 屋根と 申した 処が、 ああで 



と 申す で、 お昼 頃でありましょう な。 

朝疾 くから、 出しな に は 寒かった で、 布 子の 半纏 を 

着て いたのが、 その 陽気な り、 働き 通し じ や。 親 仁 殿 

むこうはちまき おお はだぬぎ せっせつ や ところ たいてい 

は 向 顱卷、 大肌 脱で、 精々 と 遣って いた 処。 大抵 借 

ちけん めん ち 

用 分の 地 券面 だけ は、 仕事が 済んで、 これから 些 とほ 

リょ うけ/ P- すそ 

まちに 山 を 削ろうと いう 料簡。 ずかずか 山の 裾 を、 

ほ こども 

穿り かけて いたそう であり ますが、 小児が 呼びに 来た 

について、 一服 遣る べいかで、 もう 一 鍬、 す とんと 入 

れ ると、 急に 土が 軟 かく、 ずぶ ずぶと 柄ぐ るみに むぐ 

ずり 込んだ で。 

ずい と、 引抜いた 鍬に ついて、 じと じと と 染んで 出 



たのが、 真紅な、 ねばねば とした 水 じ や、」 

き リ ， .1 

「死骸です か、」 と 切 込んだ。 

「大 違い、 大 違い、」 

と、 出家 は 大きく かぶ リを掉 つて、 

ちゅうもん か ね 

「註文 通り、 金子で ござる、」 

ほリぁ 

「なるほど、 穿 当て ましたね ご 

ほリぁ ベ に うろこ めざ ま 

「穿 当てました。 海の 中で も 紅色の 鱗 は 目覚しい。 

ま 

土 を 穿って 出る 水 も、 そういう 場合に は 紫より、 黄色 

より、 青い 色より、 その 紅色が 一 番 見る目 を 驚かせ ま 

おやじ どの 

はて、 问ん であろうと、 親 仁 殿が 固くなって、 もう 



にいろ そこす ねばつち 

どろどろと、 その 丹色に 底 澄んで 光の ある 粘土よう の 

ものが 充満。 

おやじ どの おしげ 

別に 何ん にもありません ので、 親 仁 殿 は惜気 もな く 

ぶっかえ ひとつ たて 

打 覆して、 もう 一箇あった、 それ も 甕で、 奥の 方へ 縦 

ほんもの 

にニッ 並んで いたと 申します —— さあ、 この 方が 真物 

で ござった。 

あ あわ おさ そこ 

開け かけた 蓋 を 慌てて 圧え て、 きょろきょろと 其処 

みまわ 

ら 朐 したそう で) /ざいます よ。 

そば のぞ こども にら 

傍に いて 視き 込んで いた、 自分の 小児 を さえ、 睨む 

ゆうゆう ま；. こ 

ようにして、 じろ りと 見ながら、 どう 悠々 と、 肌 なぞ 

を 入れて おられましょう。 



を 出し かけ、 船の 数 も七艘 までに 仕上げた 時、 すっぱ 

りと 売 物に 出して、 さて、 地面 を 買う、 店 を 拡げる、 

普請に かかる。 

きま かしち と 

土台が 極る と、 山の 貸 元にな つて、 坐って いて 商売 

が 出来る ようにな りました、 高利 は 貸します。 

どかと した 山の 林が、 あの 裸になって は、 店 さきへ 

すくす くと 並んで、 いつの 間に か 金 を 残して は 何処へ 

か 参る。 

その はずで) j ざるて。 

かね き 

利の つく 金子 を 借りて 山 を 買う、 木 を 伐り かけ、 

もとで つか ていとう 

資本に 支える。 ここで 材木 を 抵当に して、 また 厝 りる _ 



ので ござ つて、」 

い あんばい ほ 

「そういう 人た ち はまた 可い 塩梅に 穿り 当てない もん 

です よご 

と 顔 を 見合わせて 二人が 笑った。 

「よくした もので ございます。 いくら 隠して いる こと 

でも 何処 を どうして 知れます かな。 

いや、 それにつ いて、」 

出家 は 思 出した ように、 

「こういう 話が ございます。 その、 誰に も 言うな、 と 

くちど せいの すけ こども とっさ ま 

堅く 口 留め をされ た斉之 助と いう 小児が、 (父 様 は 

の ら てんぽう せん し よ 

野良へ 行って、 穴の ない 天 保 銭 を ドシコ と 背負って 帰 



らした よ。) 

如. 可で ござる、 はは はは は。」 

「なるほど、 穴の ない 天 保 銭 ご 

「その 穴の ない 天 保 銭が、 当主で ございます。 

たがくのう ぜ いぎ いん たまわき せ い のす け 

多額 納税 議員、 玉 脇斉之 助、 令夫人お み を 殿、 その 歌 

い 力 力 あなた 

を かいた 美人であります、 如何で ございます、 貴下、」 



十二 



こ こ くつろ 

まする ようで 心苦しい。 此処であります と 大きに 寛 

ぐで) J ざいます。 

師 のかげ を 七 尺 去る ともうな まけの 通りで、 困つ 

たもので あります わ。 

そこで 客人で ございます。 

日頃のお 話ぶ り、 行為、 御容 子な、」 

「どういう 人でした ご 

めくら かき のぞ 

「それ は 申しますまい。 私 も、 盲目の 垣靦 きよりも 

つくえ のぞ しょもつ 

そッと 近い、 机視 きで、 読んで おいでな さった、 書物 

などの、 お 話 も 伺 つて、 何 をな さる 方 じ やと 言う 事 も 

きょうもん ぐまい 

存じて おります が、 経文に 書いて ある こと さえ、 愚昧 



に 饒舌る と 間違います。 

ひょう 

故人 を あやま リ 伝えても なり ませず、 何 か 評 を や 

るよう にも 当ります から、 唯々、 かの な、 婦人との 模 

様 だけ、 お物語りし ましょうで。 

あるひ ばんがた ごくしょ 

一 日晚 方、 極暑の みぎり でありました。 浜の 散歩 か 

おしょう ちつ 

ら 返って ござって、 (和尚さん、 些と 海へ 行って 御覧な 

きれ い 

さいません か。 綺麗な 人が いますよ。) 

(はは あ、 どんな、 貴下、) 

すなじ こまつば し 

(あの 松原の 砂路 から、 小 松 橋 を 渡る と、 急に むこう 

とおめがね は まる ふ じ 

が 遠目 金 を 嵌めた ように 円い 海に な つ て 富 土の 山が 見 

えます ね、 ) 



くの や ちつ あしば 

久能 谷の 方 は、 些と 足場が 遠くなります から、 すべて、 

みえ かざ リ こまつば し 

見得 装飾 を 向う へ 持って 参って、 小 松 橋が 本宅の よう 

にな つ ております。 

そこで、 去年の 夏 頃 は、 御 新 姐。 申す まで もない、 

そちらに いたで) J ざいます。 

とおめがね のぞ 

で その —— 小 松 橋 を 渡る と、 急に 遠目 金を靦 くよう 

まる がらす うつ 

な 円い 海の 硝子へ —— ぱっと 一杯に 映って、 とき 色の 

なみ いただき にじ 

服の 姿が 浪の 青い のと、 巔 の 白い 中へ、 薄い 虹が か 

かった ように、 美しく 靡いて 来たの が ある。 …… 

と言われ たは、 即ち、 それ、 玉 脇の …… で ございま 



しかし、 その 時 はま だ 誰 だか 本人 も 御存じな し、 聞 

く 方で も 分りません ので。 どういう 別嬪で ありました、 

と 串戯 にな、 団扇で 煽ぎながら 聞いた でございます。 

客人 は 海水帽 を 脱いだ ばかり、 まだ 部屋へ も 上らず、 

そ の 縁側に 腰 を かけながら。 

(誰 方 か、 尊い くらいでした。)」 



十三 



「大分 気高く 見え ましたな。 

客人が 言う に は、 

(二、 三 間 あい を 置いて、 おなじような 浴衣 を 着た、 

きちん 

帯 を 整然と 結んだ、 女中と 見える のが 附 いて 通り まし 

たよ。 

唯 すれ違い ざまに 見たん です が、 目鼻立ち の はっき 

りした、 色の 白い ことと、 唇の 紅 さったら ありません 

でした。 

盛装と いう 姿 だのに、 海水帽 を うつむけに 被って I 

I 近所の 人で でも あるよう に、 無造作に 見え ましたつ 

ひさし よ 

け。 むこう、 そう やって 下 を 見て 帽子の 廂で日 を 避 



ま つ すぐ 

ける ようにして 来たの が、 真直に 前へ 出た のと、 顔 を 

さ まつげ ひとみ 

見合わせて、 両方へ 避ける 時、 濃い 睫毛から 瞳 を 涼し 

みひら せ つ しゅう むらさき しきぶ すずり 

く睜 いたのが、 雪舟の筆 を、 紫 式部の 硯に 染めて、 

濃淡の ぼかし をした ようだった。 

何ん とも 言えない、 美し さでした。 

いや、 こういう こと をお 話します、 私 は 鳥^: 絵に i: 

ている かも 知れない。 

ごはん がらそう おう とうなすば たけ 

さあ、 御飯 を 頂いて、 柄 相応に、 月夜の 南瓜 畑で も 

また 見に 出ましょう かね。) 

そのばん あなた ただ 

爾晚は 貴下、 唯 それだけの 事で。 

あんじつ 

翌日 また 散歩に 出て、 同じ 時分に 庵室へ 帰って 見え 



ましたから、 私 が 串戯 に、 

(雪舟の筆 は 如何で ござった。) 

(今日は 曇った 所為 か 見えませんでした。) 

それから 二、 三日 経って、 

(まだお 天気が 直りません な。 些と 涼しす ぎる くらい、 

御 歩 1^ に は 宜しい が、 やはり 雲が くれで ござった か。) 

いや げんじ こ まっぱし 

(否、 源氏の 題に、 小 松 橋と いうの はありません が、 

今日は あの 橋の 上で、) 

(それ は、 おめでたい。) 

などと 笑います る。 

いき わたし 

(まるで 人違い をした ように 粋でした。 私が これ か 



しにす るでしょう、 泳 を 知らないから、) 

にがわらい まこと 

と 言って 苦笑 をし なさった つけ …… それが 真実に 

なった ので ございます。 

こいわずらい はた 

どうした ことか、 この 恋 煩に 限って は、 傍の もの 

は、 あは あは、 笑って 見殺しに いたします。 

わたくし じょうだん こんにち 

私 はじめ 串戯 半分、 ひやかし かたがた、 今日は 例 

,v 力 力 

の は 如何で、 などと 申した でございます。 

これ は、 貴下で もさよう でありましょう ご 

されば 何ん と 答えよう、 喫んで た 煙草の 灰 を はたい 

て、 

まじめ かいほう 

「です がな …… どうも、 これ だけ は 真面目に 介抱 は 出 



こばし ところ と お 

ると、 今、 小 橋 を 渡った 処で、 中の 十 歳 位の が じゃれ 

だ しらお そ 

て、 その 腰へ 抱き 着いた ので、 白魚と いう 指 を 反らし 

こども 

て、 軽く その 小児の 背中 を 打った 時だった と 申します。 

ぼ つ 

(ぉ坊 ちゃ ま、 ぉ坊 ちゃ ま、) 

と 大声で 呼び 懸けて、 

ハ ンケチ 

(手 巾が 落ちました、) と 知らせた そうであります が、 

くだん かわらけ どの えさ ふるま いき 

件 の 土器 殿 も、 餌 は 振舞う 気で、 粋な 後 姿 を 見送って 

いた ものと 見えます よ。 

(や あ、) と 言って、 十二、 三の 一番 上の 児が、 龃 けて 

ハ ンケチ 

返って、 橋の 上へ 落して 行った 白い 手 巾 を 拾った の を、 

ふところ っッこ 

懐中へ 突 込んで、 黙って また 飛んで 行った そうで。 



ひき 一 J も 

四、 五日、 引 籠って ござった ほどで。 

後に、 何も彼も 打明けて 私 に 言いな さった 時の 話 

まちがい えん 

では、 しかし また その 間違が 縁に なって、 今度 出会つ 

た 時 は、 何ん となく 両方で 挨拶で もす るよう になり は 

うれ ほんもう 

せまい か。 そうすれば、 どんなに か 嬉しかろう、 本望 

じ や、 と 思われた そうな。 迷いと 申す はお そろし い、 

なさけ たいがい 

情ない もので ござる。 世間 大概の 馬鹿 も、 これほど 

な ァ ^ と はな い で， > J ざ い ます。 

三度 目に は 御 本人、 」 

「また 出会つ たんです かいご 

と 聞く もの も 待ち構える。 



女房 を 持って ると、 嫉妬ら しいよう です がね。 男 は 反 

対です、」 

と 聊 か 論ずる 口吻" 

「はは あ、 」 

おんな おのの こまちの はな 

「男 はそう でない。 惚れて る 婦人が、 小 野 小町 花、 

おおえの ちさとの つき ついく 

大江 千里 月と いう、 対句 通りに なると 安心し ます。 

ただいま あさぎ へこおび ひぢリ めん しごき 

唯今の、 その 浅黄の 兵児帯、 緋 縮緬の 扱 帯と 来る と、 

ち やそき よう 

些と 考えねば ならなくなる。 耶蘇 教の 信者の 女房が、 

主 キリストと 抱かれて 寝た 夢を見た と言うの を 聞いた 

こころもち フィフィ きょう ましん 

時の 心地と、 回々 教の 魔神に なぐさまれた 夢を見た 

と言うの を 聞いた 時の 心地と は、 きっと それ は 違い 



ましょう。 

どっち 路、 嬉 くない 事 は 知れて いますが ね、 前の は、 

ま あと かんにん 

先ず先ずと 我慢が 出来る、 後の は、 堪忍が なります ま 

ヽ o 

レ 

まあ、 そんな 事 は 措いて、 何んだ つて また、 そう 言 

う 不愉快な 人間ば かりが その 夫人 を 取 巻いて いるんで 

しょう。」 

たまわき くわ つか つえ つ ばんてん 

「そこ は、 玉 脇が それ 鍬の 柄 を 杖に 支いて、 ぼろ 半纏 

に 引 くるめの 一件で、 ああ 遣って 大概な 華族 も 及ばん 

ぜニ A ね おし 

暮し をして、 交際に かけて は 銭金 を惜 まんであります 

なさけ やりかた やりかた 

が、 11 ない 事に は、 遣 方が 遣 方 ゆえ、 身分、 名誉 ある 



よつ なし レ レ. R+i 

人 は 寄つ きませんで、 悲哉 その 段 は、 如何わしい 連 

中ば かリご 

「お待ちなさい、 なるほど、 そうする とその 夫人と 言 

うは、 どんな 身分の 人なん です かご 

う ち う なず し わ ぶ き 

出家 は あらためて、 打 頷き、 かつ 咳 して、 

「そこで ございます、 御 新 姐 はな、 年紀 は、 さて、 誰 

たい リゃく 

が 目に も 大略 は 分ります、 先ず 二十 三、 四、 それとも 

ところ 

五、 六 かと 言う 処 で、」 

「それで 三人の 母 様？ 十二、 三の が 頭です かいご 

「否、 どれ も 実子で はないで ございま すご 

「まま ッ 児です かご 



ひめ じ てんしゅ ひ はかま 

うて、 姫路 のお 天守に 緋の 袴で 燈 台の 下に 何やら 書 

ひも ど したた あ で 

を繙 く、 それ 露が 滴る ように 婀娜 なと 言うて、 水道 

じんせき 

の 水で 洗い髪で は ござらぬ。 人跡 絶えた 山中の 温泉に、 

唯 一 人 雪の 膚 を 泳がせて、 丈に 余る 黒髪 を 絞る とかの、 

それに 肖まして。 

慕わせる ょリ、 懐し がらせる より、 一目 見た 男 を 魅 

ちからこう だい すくな しゃば 

する、 力 広大。 少 からず、 地獄、 極楽、 娑婆 も 身に 

つきまと おんな した ご むくい 

附 絡うて いそうな 婦人、 従うて、 罪 も 報 も 浅から ぬ 

げに 見える で) ，- ざいます。 

あさぎ ひ 

ところへ、 迷うた 人の 事 なれば、 浅黄の 帯に 緋の 

しごき ごず めず おうまが とき なみうちぎわ ひきた ゆ 

扱 帯が 、 牛 頭 馬頭 で 逢 魔 時の 浪打際 へ 引立てて でも 行 



池 を まわって、 川に 臨んだ、 玉 脇の 家 造 を、 何 か、 

秦新 姐の ために は 牢獄で でも あるよう な 考えで ござる 

ゝ ？ o 

力ら 

しお ひき 

さて、 潮の さし 引ば かりで、 流れる ので はあり ませ 

ねずみいろ よど 

ん、 どんより 鼠色に 淀んだ 岸に、 浮き もせず、 沈み も 

やらず、 末始終 は 砕けて 鯉 鮒に もな りそうに、 何時頃 

のか 五、 六本、 丸太が 浸って いるの を 見る と、 ああ、 

きりく つな ギ. I あ いかだ 

切 組めば 船になる。 繫 合わせば 筏になる。 しかるに、 

綱 も 棹 もない、 恋の 淵 はこれ で 渡らねば ならない もの 

/J o 

力 

いきみ たましい 

生身で は 渡られない。 霊魂 だけなら 乗れよう もの を。 



こだち きど 

あの、 樹立に 包まれた 木戸の 中には、 その 人が、 と 足 

つまだ 

を 爪立った りなん ぞ して。 

ちょう 

蝶 の 目から も 、余り ふわ ふわして 見えた で ござろう- 

小 松の 中 を ふらつ く 自分 も、 何んだ かその、 肩から 上 

すそ ひなか みょう こうもり 

ばかりに、 裾 も 足 もな くな つ た 心地、 日中の 妙 な 蝙蝠 

じ やて。 

懐中 から 本 を 出して、 

ろうこう たかく かか リ しゃ をて らして むなし 

蠟 光高 懸 照 紗 空 、 

かぼう よるつ くこう しゅきゅう 

花房 夜搗紅 守宮、 

ぞうこう こう を ふいて とうとう あたたかに 

象 口 吹 香※※ 暖 〔# 「搨の つく リ+ 毛」、 U 

+ 6BFE、 62-12〕 〔# 「登+ 毛」、 U + 3CAA、 62- 



しちせい しろに かか つ てろう ばん をき く 

12「 七星 挂城聞 漏 板、 

さむさ ふしに いって でんえ いくらく 

寒 入罘※ 殿影昏 〔# 「罘」 の 「不」 に 代えて 

「思」、 U + 7F73、 62-137 

さ いらん れんがく そうこん をつ く 

彩 鸞簾額 著霜痕 、 

こ こ けら こうらん 

ええ、 何んでも 此処 は、 蛄が 鉤闌の 下に 月に 鳴く、 

ぎ ぶんて い ちょう けん ふじん のち 

魏の文 帝に 寵 せられた 甄 夫人が、 後に おとろえて 幽 

あけん をと ざす 

閉 された と言うので、 鎖 阿甄。 とあって、 それから、 

ゆめに かもんに いつ てし やしよ にの ぼる 

夢 入 家門 上沙 渚、 

てんがお つると ころち ようしゅ うのみち 

天河 落処長 洲路、 

ねがわく ばき みこう みょうた いようの ごとく なれ 

願 君 光明 如 太陽、 

しょう はな うお き ひら 

妾 を 放て、 そうすれば、 魚に 騎し、 波を撇 いて 去ら 



えしゃく 

と 会釈 をす る。 

ふしめ うつむ あなた 

向う も、 伏目に 俯向いた と 思う と、 リンリンと 貴下 

しらせ 

高く 響いた の は 電話の 報知 じ や。 

これ を 待って いたで ございますな。 

あさま 

すぐに 電話口へ 入って、 姿 は 隠れ ましたが、 浅 間 ゆ 

え、 よく 聞え る。 

わたし あんま あんま 

(は あ、 私。 あなた、 余りです わ。 余りです わ。 ど 

うして 来て 下さらな いの。 怨ん でい ますよ。 あの、 あ 

なた、 夜 も 寝られません。 は あ、 夜中に 汽車の つく わ 

けはありません けれども、 それでも 今にもね、 来て 下 

さり はしない かと 思つ て。 



ましょう ねえ、 „ 否、 待 たれない、 待 たれない …… ) 

みち みつ 

お 道 か、 お 光 か、 女の 名前。 

( …… みいち やん、 さようなら、 夢で 逢います よ。 )| 

きりきりと 電話を切 つたて ご 

「へい、」 

ききと 

と 思わず 聞 惚れる。 

「その 日 は 帰って から、 豪い 元気で、 私 は それ、 涼し 

さやと 言った 句の 通り、 縁から 足 を ぶら下げる。 客人 

は 其処の 井戸端に 焚きます 据 風呂に 入って、 湯 をつ か 

むきだ はだかば なし 

いながら、 露出し の 裸体 談話。 



たかごえ もっと となりきんじょ 

そっちと、 こっちで、 高声で な。 尤も 隣近所 は ご 

ざらぬ。 かけ かまいな しで、 電話の 仮声 まじり か 何 か 

で、 

おしょう ゆ げ 

(や あ、 和尚さん、 梅の 青葉から、 湯気の 中へ 糸 を 引 

くの が、 月影に 光って 見える、 蜘蛛が 下りた、) 

だ いきえん 

と 大気 燄じ や。 

ばんざい ばんざい しのび 

(万歳々々、 今夜お 忍 か。) 

もちろん 

(勿論、) 

と 答えて、 頭の あたり を ざぶ ざぶ と、 仰いで 天に 愧 

かおつき おこな 

じざる 顔色で ありました。 が、 日頃の 行 〔# ルビの 「お 

こな」 は 底本で は 「おこ か 匕 いから 察して、 如何に、 



おもい じに ぬし 

思 死 を すれば とて、 いやしくも 主 ある 婦人に、 そうい 

ふりょうけん じん かな 

う 不料簡 を 出すべき 仁で ない と 思いました、 果せる 哉。 

ひややっこ し そ しろう リ こう もの わたくし とリ ぜん 

冷奴に 紫蘇の 実、 白瓜の 香の物で、 私と 取 膳の 飯 

あが し 

を 上る と、 帯 を緊め 直して、 

(もう 一 度 そこいら を。) 

かき 

いや、 これ はと、 ぎょっと したが、 垣の 外へ 出られ 

た 姿 は、 海の 方へ は 行かないで、 それ、 その 石段 を ご 

一 面の 日当りながら、 蝶 の 羽の 動く ほど、 山の 草に 

なび のき すか 

薄雲が 軽く 靡いて、 檐 から 透す と、 峰の 方 は 暗かった、 

余り 暖 さが 過ぎた から。 



ひたい あおむ ひさし くぐ 

出家の 額 は 仰向けに 廂 を 潜 つ て、 

ひとしめ じあめ 

「ねんば り 一 湿りで ございましよう。 地 雨に はなり ま 

な あに 

すまい。 何、 また、 雨具 も ござる。 芝居 を 御 見物の 

おぼしめし ごゆつ く 

思 召が なくば、 まあ 御 緩り なすって。 

おもしろおかし 

あの 音 もさ、 面白 可 笑く、 こっち も 見物に 参る 気で 

も ござる と、 じっと 落着いて はいられない ほど、 浮い 

たもので あります が、 さてこう、 かけ かまいな しに、 

遠ざかつ ており ますと、 世 を 一 ッ 隔てた ように、 寂し 

い、 陰気な、 妙な 心地が いたす ではありません かご 

ま つ たく 

「真箇です ね ご 

> ン 、ぬ こ. P ヒ J 4T= 

「昔、 井戸 を 掘る と、 地の 下に 犬 鶏 の 鳴く 音、 人声、 



牛車の 軋る 音な どが 聞え たという 話が あります。 そ 

れ に似てお ります な。 

やみ なみうちぎわ あか リ 

峠から 見る、 霧の 下 だの、 暗の 浪打 際、 ぼうと 灯が 

うつと ころ じ 

映る 処 だの、 かように 山の 腹 を 向う へ 越した 地の 裏 

にんげんわざ 

などで、 聞きます の は、 おかしく 人間業で ないよう だ。 

たぬきばやし 

夜中に 聞いて、 狸囉子 と言うの も 至極で ございます。 

いや、 それに、 つきまして、 お 話の 客人であります 

, 、ゝ 、 - 

力 」 

と、 茶 を 一 口 急いで 飲み、 さしおいて、 

のま P 

「さて 今 申した 通り、 夜分に この 石段 を 上って 行かれ 

たのでありまして。 



また 

れ たの もあった でありましょう が、 さすがに 跨ぐ もの 

V- し 

はない と 見えます。 もたれな リ にも 櫛の 歯の ように 

そろ 

揃 つ てあります。 

これにつ いて、 何 かいわれ の ございました ことか、 

いちいち いどし うまどし ほ 

一 々女の 名と、 亥年、 午年、 幾 歳、 幾 歳、 年齢と が 彫 

りつけ て ございま してな、 ii 時の 世に か、 諸国の 婦人 

たちが、 挙って、 心願 を i めた もので ございましよう。 

あめ つゆ くろかみ しも そです そ こけ 

ところで、 雨露に 黒髪 は 霜と 消え、 袖 裾 も 苔と 変って、 

かお とが ところ にょたい 

影ば かり 残ったが、 お 面の 細く 尖った 処、 以前 は 女体 

であったろう などと いう、 いや 女体の 地蔵と いう は あ 

りません が、 さてそう 聞く と、 なお 気味が 悪いで は ご 



直き その 谷間の 村 あたりで、 騒いで いるよう に、 ト 

ン トンと 山腹 へ 響いた と 申す のであります から、 

ちょっと 裏山へ 廻り さえ すれば、 足 許に 瞰 下ろされ ま 

すよう な 勘定であった ので。 客人 は、 高い 処 から 見 

物 をな さる 気で ござ つ た。 

くち 

入 リロ はま だ 月の たよりが ございます。 樹の下 を、 

ところどころ 

草 を 分けて 参ります と、 処 々 窓の ように 山が 切れて、 

そこ ま つば かき ほり 

其処から、 松葉 搔、 枝 拾い、 じねんじょ 穿が 谷へ さし 

て 通行す る、 下の 村へ 続いた 路の ある 処が、 あっち こ つ 

ちに いくら も > ざいます。 

それへ 出る と、 伺処 でも 広々 と 見えます ので、 最初 



はまび さし かや がしよ 

左の 浜 庇、 今度 は 右の 茅の 屋根と、 二、 三 箇処、 その 

きれめ のぞ ど こ まつ リ 

切目へ 出て、 視 いたが、 何処に も、 祭礼ら しい 処 はな 

い。 海 は 明 く、 谷 は 煙つ て ご 

二十 一 

はやし くさ ひとむら こだち ひとうね 

「けれども、 その 囉 子の 音 は、 草 一 叢、 樹立 一 畝 出さ 

,2 ふ，. こ あ 3 みあ ) 

え すれば、 直き 見えそう に 聞え ますので。 二足が 三 足 

五 足が 十 足に な つ て 段々 深く 入る ほど —— 此処まで 来 



あ. - こ-^ た. ， こ 

く 見える、 その 辺に、 太鼓が 聞え る、 笛 も 吹く、 ヮァ 

という 人声が する。 

い か にぎ や ど こ 

如何にも 賑 かそう だが、 さて 何処と も 分らぬ。 客 

もうろう いただき さか い 

人 は、 その 朦朧と した 頂 に 立って、 境 は 接しても、 

み の おうみ まつ リ 

美 濃 近 江、 人情 も 風俗 も 皆 違う 寝物語の 里の 祭礼 を、 

此処で 見る かと 思われた、 と 申します。 

よみや ち にぎ や ほんまつ リ 

その上、 宵宮に して は 些と賑 か 過ぎる、 大方 本 祭 

の 夜？ それで 人の 出盛りが 通り過ぎた、 よほど 夜更 

なが まう，： tJ ん 

らしい 景色に 視 めて、 しばらく 茫然と して ござ つた そ 

うな。 

こころさび みち あ る 

ト 何ん となく、 心寂しい。 路も よほど 歩行いた よ 



くた び 

うな 気がする ので、 うっとり 草臥れて. もう 帰ろう か 

かき もや 

と 思う 時、 その 火気 を 包んだ 靄が、 こう 屈に でも 動く 

すそ こ 

かと 覚えて、 谷底から 上へ、 裾 あがりに 次第に 色が 濃 

うなって、 向う の 山 かけて 映る 工合が 直き 目の前で 燃 

ちっと ちゃ 

している 景色 —— 最 も 靄に 包まれながら —— 

みき わ ひらち ま つ すぐ 

そこで、 何 か 見極めたい 気 もして、 その 平地 を 真直 

ゆ のぞ 

に 行く と、 まず、 それ、 山の 腹が 視 かれました わ。 

まつり たにま こ こ 

これ はした リ！ 祭礼 は 谷間の 里から かけて、 此処 

ところ 

がそのと まりら しい。 見た 処で、 薄くな つて 段々 に 

ひかげ にぎ や 

下へ 灯影が 濃くな つて 次第に 賑 かにな つてい ます。 

やはり 同 一 ような 平 な 土で、 客人の ござる 丘と、 向 



と かた のきば 

思わず、 外の 方 を 見た 散策 子 は、 雲の やや 軒端に 近 

く 迫る の を 知った。 

「手 を 上げて 招いた と 言います —— ゆったり と —— 行 

く ともなし に 前へ 出て、 それでも 間 二、 三 間隔って 

たち ど うずくま 

立 停まって、 見る と、 その 踞 つた もの は、 顔 も 上げ 

うつむ ももひき は 

ないで 俯向いた まま、 股引よう の もの を 穿いて いる、 

くさ いろ あぐら さしお ひょうしぎ 

草色の 太い 胡 坐 かいた 膝の 脇に、 差 置いた、 拍子木 を 

取って、 力 チカ チと 鳴らした そうで、 その 音が 何者か 

かみあ 

歯を嚙 合わ せる ように 響いた と 言 い ます。 

そ * つす ると、 」 

「は あ、 は あ、 I 



二十 二 

「なるほど、 そう 思えば、 舞台の 前に、 木の葉が ばら 

ちら まじ なげ せん 

ばらと 散ば つた 中へ 交って、 投 銭が 飛んで いたらし く 

見えた そうで，》 ，- ざいます。 

幕が 開いた と、 まあ、 言う 体であります が、 さ 

て 唯 浅い、 扁 い、 窪み だけで。 何ん の 飾 つけ も、 道 

からだ 

具 だても あるので は ござらぬ。 何 か、 身体 も ぞくぞく 

して、 余り 見て いたく もなかった そうだが、 自分 を 見 



ぴったり 坐った 処 で、 こちら を 向いた で ございましよ 

う、 顔 を 見る と 自分です ご 

「え え！」 

「それが 客人 御 自分な ので ありました。 

で、 私 へお 話に、 

ほんと 一つ そ こ 

(真個なら、 其処で 死ななければ ならん のでした、) 

たんそく まっさお 

と 言って 歎息して、 真 蒼に なりました つけ。 

もちろん 

どうす るか、 見て いたかった そうです。 勿論、 肉 は 

躍り、 血 は 湧いて な。 

しばらく すると、 その 自分が、 やや 身体 を 捻じ 向け 

ほれぼれ ご しん ぞ さき 

て、 惚々 と 御 新 姐の 後 姿 を 見入った そうで、 指の 尖で、 



と 旧の 土。 

峰から 谷底へ かけて 哄と 声が する。 そこから 夢中で 

龃け 戻って、 蚊帳に 寝た 私 に鎚 りついて、 

(水 を 下さい。) 

からだ じゅうきず 

と言うて 起された、 が、 身体 中疵 だらけで、 夜露に 

ぬれ 

ずぶ!！ であります。 

あか つき ざんげば なし 

それから 暁 かけて、 一 切の 懺悔 話。 

あくるひ いちにち ひる 

翌日 は 一 日 寝て ござった。 午す ぎに 女中が 二人つ い 

みどう ご しん ぞ 

て、 この 御堂へ 参詣な さった 御 新 姐の 姿 を 見て、 私 は 

あわ あなた 

慌てて、 客人に 知らさぬ よう、 暑い のに、 貴下、 この 

しめき 

障子 を閉切 つたで ございま すよ。 



以来、 あの 柱に、 うた、 寐の 歌が あります ので。 

からびつ こも われ 

客人 は あと 二、 三日、 石の 唐櫃に 籠った ように、 我 

つつし ひきこも 

と 我 を、 手足 も 縛る ばかり、 謹んで 引 籠って ござった 

し、 私 もまた 油断な く 見張って いたで ございま すが、 

あなた いさ さ わずか ひま ど こ 

貴下、 聊か 目を離しました 僅の 隙に、 何処か 姿が 見 

きこり ひともしごろ 

えなくな つて、 木 樵が 来て、 点燈 頃、 

わし あすこ じ や やぐら 

(私、 今、 来が けに、 彼処 さ、 蛇の 矢 倉で 見かけた よ、) 

と 知らせました。 

客人 はまた その 晚の ような 芝居が 見た くな つたので 

ございましよう。 

死骸 は 海で 見つかりました。 
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